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会社概要
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【 商 号 】 株式会社 カナミックネットワーク
【 設 立 】 平成12年（2000年）10月20日
【 資本金 】 6,000万円
【 所在地 】 ■本 社：東京都渋谷区恵比寿4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー31階

■大阪営業所：大阪府大阪市淀川区宮原3-5-24 新大阪第一生命ビル3階
■福岡営業所：福岡県福岡市博多区博多駅東1-14-25 新幹線ビル2号館７階

【導入実績】 地域包括支援センター：約200事業所
医療法人・介護事業者：約10,000事業所
発行アカウント数：約30,000ユーザー

【特許取得】 医療・介護分野における情報プラットフォーム技術

【 資 格 】 電気通信事業資格 届出番号：A‐17‐8340 
プライバシーマーク認定 10821234（04）JIS Q 15001:2006準拠
ASP認定事業者 認定番号：0088－1001

【 受賞歴 】 2007年 SOHO CITY みたか ビジネスプランコンテスト2007 最優秀賞受賞
2009年 ASP・SaaS・ICTアウトソーシングアワード2009 ベスト公共部門賞 受賞
2010年 ASP・SaaS・ICTアウトソーシングアワード2010 特別賞 受賞
2011年 ASP・SaaS・クラウドアワード2011 特別賞 受賞



クラウドコンピューティングのシステム概念
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（概念図・説明の出典：総務省ホームページより）

Androidスマートフォン

タブレット端末
(ipad、Android、windows8等)

iphone等



システム概要
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関係者間での患者情報の共有（コミュニティ）
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カナミック
クラウドサービス
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病院主治医 診療所・在宅医 看護師 ケアマネジャー 患者

診療所
情報

看護情報 介護情報薬剤情報病院情報 本人情報

全ての情報を全員で共有
する形ではなく、連携用の
情報のみ共有する形式。
（電子カルテや介護システム
との連携事例もあります）

・診療情報提供書
・検査結果
・必要な画像情報
・読影レポート等

・診療情報提供書
・居宅療養管理指導
・検査結果
・訪問看護指示書等

・看護計画書
・看護報告書
・看護記録
・看護サマリー 等

・アセスメント
・ケアプラン
・居宅介護支援経過
・担当者会議 等

薬局

・薬剤情報
・お薬手帳情報
・居宅療養管理指導

等

システム概要（連携情報の共有スタイル）

・本人からの報告
・自宅での状況 等



情報共有システムと業務システムの連携による効率化
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介護業務システムとの連携が可能な情報共有システム
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システム画面<患者部屋TOP画面>
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医療・看護・介護連携機能のご紹介
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患者ごとに
部屋を作成

患者を担当している
関係者のみが
部屋に入れる。

患者ごとの定型化された連携情報
・フェイスシート（連携基本情報）
・ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄ（ｱｾｽ情報）
・温度板（日々の変化情報）
・カレンダー（関係者予定）
・お薬手帳（薬剤情報共有）

日々の変化を共有するケアレポート
・連絡帳
・ケアプラン
・訪問看護指示書
・診療情報提供書 等



システム画面<フェイスシート機能>
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・利用者情報

・備考

・住宅情報

・家族情報

・認知項目

・介護サービス利用状況

・医療情報

・身体・生活機能等

・ ADL評価＜FIM‐機能的自立度評価表‐＞

・ＦＩＭ評価結果

標準化できる情報の共有

患者の基本情報や家族、

日常生活動作 、既往歴、

看取りに関する意向などの

情報を共有する

基本情報
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食事・水分・排泄（in-out）

バイタルサイン（温度板）

ファイル添付
（写真／動画／書類）

文字の書き込み

システム画面<ケアレポート（電子共有ノート）>
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システム画面<患者カレンダー>

患者ごとの出来ごとのカレンダー管理（実施記録、業務帳票、往診予定、ｹｱﾌﾟﾗﾝ予定など）
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オンライン

と

オフライン

での関係作り

①在宅医

多職種

研修

（座学と実地）

②顔の見える

関係会議

（オフライン）

③地域医療

拠点での

コーディネート

機能

④情報共有

システムを活用した

実際の医療・

看護・介護連携

（オンライン）
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医療・介護連携における関係構築

東大ー柏モデルでの地域包括ケアモデルフロー



情報共有システムの活用
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柏市役所や柏市医師会の平野

先生が中心となって柏市で取り

組まれております、「試行WG」

にて、本システムが活用されて

おります。

この「試行WG」では、「顔の見

える関係構築」と「情報共有シ

ステムを活用したオンラインの

関係構築」が行われており、病

院、診療所、在宅療養支援診

療所、歯科、薬局、訪問看護、

居宅介護支援、地域包括支援

センター、介護サービスなどが

参加しております。

※現在の参加者数は約350名

です。

出典：柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会
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③、④ コーディネートと情報共有システムを使った連携（試行WG）



＜横浜市在宅療養支援診療所（通称：在宅医ネットよこはま）＞

導入事例-情報共有システム導入具体例2

横浜市で在宅医療を行っている医師の
連絡会グループでも、カナミックの
情報共有システムが活用されています。

人口370万人の全国最大の政令指定都市
の横浜市全域ですので、参加者数も多く、

登録医師数は約100名。

参加している看護・介護の担当者数は
約250名です。

医師連携と多職種連携のシステム化
予算は、横浜市の助成金が活用
されております。

Copyright KANAMIC NETWORK Co.,LTD 2014 13



導入事例-情報共有システム導入具体例3

【北九州市全域 ５医師会にて採用】

北九州市の小倉医師会、八幡医師会、門司区医師会、若松区医師会、戸畑区医師会にて

地域の在宅医療・看護・介護の連携でカナミッククラウドサービスが活用されています。

システムの閲覧・入力端末は、Androidタブレット（音声入力）が活用されております。

Xperia Tablet Z

北九州市は、政令指定都市の中では高齢化率がNo1であり、
早急な対策が必要とされております。
地域によっては、30％を超える高齢化率となっております。
そこで、地域連携のツールとして、北九州5医師会が全域での
統一のシステムを選定され、カナミッククラウドサービスが
採用されました。

【写真：説明会の様子】
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導入事例-情報共有システム導入具体例4

【岡山市全域にて採用】



クラウドコンピューティング

セキュリティ対策について

Copyright KANAMIC NETWORK Co.,LTD 2014

情報セキュリティー対策

【災害時もお客様の大切なデータを守ります】

【万全の情報セキュリティで運用】

必要な設備の完備・

厚生労働省のガイドラインに準拠

お客様のデータは強固なデータセンターで厳重に管

理しております。また、弊社サービスでは国内の複

数のデータセンターで同期を取って管理・保管を

行っており万が一の災害時にもデータ消失のリスク

を最小限に抑えます。

通信路は、SSL（Secure Socket Layer）によって暗号化

を行って、データの盗聴や改ざん、なりすましを防ぐ

ことができます。

※ご要望によりＶＰＮ接続も可能です。

遠隔地のバックアップセンターを
活用した冗長化対策

・

２４時間監視体制で障害時に対
応するスタッフの配置

・

通信網及びデータの暗号化
（固定ＩＰ、ＳＳＬ－ＶＰＮ、ＩＰｓｅｃ等）

・

職種や担当などにより制御
するアクセス権限付与

・

情報端末にはデータを保存しな
い、データはセンターで一元管理

・

不正侵入に対する技術的及び物
理的、人的な対策

・
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総務省

在宅医療・介護分野における情報連携基盤の開発及び
活用の実証(平成25年度) 実際の共通基盤を構築した他システム間連携の実証

厚生労働省

在宅医療と介護の連携のための情報システムの共通
基盤のあり方に関する調査研究 (平成24～25年度)

・情報共有システムにおける標準化

・厚労省ガイドラインの草案策定

柏プロジェクト

試行WG 全国に先駆けた先進的な医療・介護連携のシステム作
り

試行WGの取り組みが全国に波及する成果

情報共有システム開発の成果と今後について
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【A地域】
在宅医療・介護システム

Aシステム

【C地域】
在宅医療・介護システム

Cシステム

＜共通基盤＞

標準化された共通様式・連携技術
により異なるシステム間で情報をやり取り

医師 看護師 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ ﾍﾙﾊﾟｰ
医師 看護師 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ ﾍﾙﾊﾟｰ

専用線/VPN等 専用線/VPN等

医療職 介護職

専用線/VPN等

【B地域】
在宅医療・介護システム

Bシステム

在宅医療・看護・介護の共通基盤概念図
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在宅医療・看護・介護の連携システムの標準化

出典：厚生労働省老健局発表資料より

情報共有システムが乱立しないように、共通基盤の標準化ガイドラインが
策定されようとしております。
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ご清聴ありがとうございました。


